
 

＜個別案件確認表（東京都）＞ 

       東京都担当確認年月日     平成 31年３月 20日 

                東京都作業部会確認年月日   平成 31年３月 20日 

（契約変更に伴う再確認日  令和２年 10月 14 日） 

 

事業名 共同実施事業（オペレーション等） 

 

案件名 晴海の選手村における家具・什器・備品等の調達等に関する業務委託  

 

確認の視点 東京都の見解 備考 

経費の負担が平成29年５

月31日の合意の考え方に

基づくものであること 

● 本件はオペレーションに係る事業であり、平成 29年５月

31 日の大枠の合意に基づき、組織委員会が必要な経費を

負担する。東京都はパラ経費（組織委員会２：国１：都１）

の負担となっており、合意に基づいている。 

（2020 年 10 月 14 日 契約変更に伴う追記） 

● なお、延期に伴う追加経費の取り扱いは、現時点で未定で

ある。 

 

事業の執行に当たり、大

会運営を担う組織委員会

が一括して執行した方が

効率的、効果的であるこ

と 

● 平成 29 年５月 31 日の大枠の合意において、オペレーシ

ョンは組織委員会が必要な経費を負担し、業務全般の役

割を担うことになっている。 

● 本件は選手村に必要な家具・什器・備品等の調達等に関す

る事業であり、選手村の運営を担う組織委員会が本件を

一括して執行した方が効率的、効果的である。 

 

経費の内容等が

必要性（必要な

内容、機能かな

ど）、効率性（適

正な規模、単価

かなど）、納得性

（類似のものと

比較して相応か

など）等の観点

から妥当なもの

であること 

必
要
性 

● 選手村については、選手が滞在するための快適な居住空

間の確保や、NOC／NPC オフィス、会議室等の各諸室を

用意することが求められている。 

● そのために必要な家具・什器・備品等を調達する本事業は

選手村運営に必須のものである。 

（2020 年 10 月 14 日 契約変更に伴う追記） 

● 大会延期に伴い、選手村への搬入作業中断により FF&E

全体のうち、搬入済物品が７割程度、未搬入物品が３割程

度あり、搬入済物品はレンタル期間の延長を行い来年ま

で選手村内で管理、未搬入物品は搬入再開まで事業者倉

庫にて管理を行う必要がある。 

 

効
率
性 

● 組織委員会からのヒアリングにより、調達アイテムや数

量について適正な規模であることを確認した。 

● 積算は３社の見積もりを実施しており、適正に単価が設

定されていることを確認した。 

（2020 年 10 月 14 日 契約変更に伴う追記） 

● 搬入済物品については複数案を検討した結果、来年の大

会開催まで村内で保管することが最も経済的かつ合理的

であることを確認した。 

● 未搬入物品についても事業者の倉庫で管理することが、

経済的にも品質管理の面からも合理的である。 

 

資料１７ 



 

納
得
性 

● 組織委員会からヒアリングを行うとともに、提示された

単価と市場における単価との比較による確認を行った。 

（2020 年 10 月 14 日 契約変更に伴う追記） 

● 搬入済物品の延長料金は、延長期間に応じて設定された

ものであり、妥当である。 

● 未搬入物品の保管費は、周辺の倉庫相場と比較して妥当

であることを確認した。 

● また、受託業者と協議・調整を重ね、一定のコスト削減が

図られていることを確認した。 

 

その他経費の内容等が公

費負担の対象として適切

なものであること 

● 本件にかかる費用は、選手村運営に必要な大会経費であ

り、公費負担の対象として適切であることを確認した。 

● 現時点では大会経費の都の枠内であることを確認できな

いため組織委員会負担とする。 

（令和 2年 3月 5日確認） 

● 大会経費の都の枠内であることを確認した。引き続き、全

体経費の縮減に努めること。 

（2020 年 10 月 14 日 契約変更に伴う追記） 

● 延期に伴う追加経費については、既存経費も含めて可能

な限りの効率化、精査を図ること。また、延期に伴う追加

経費については、現時点においては、その取扱が未定であ

るため、当面組織委員会の負担とする。 

 

＊公費負担の対象となるパラリンピック経費に該当するか否かについては、「パラリンピック経費

の基本的な考え方について」に基づき、パラリンピック作業部会において確認するものとする。 


